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29年度

設計業務

26年度 28年度

設計業務完了

渡嘉敷村福祉対策事業
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市町村名 渡嘉敷村

事業番号
・事業名

平成２６年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】
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(a)当初予算額

事業実施
（予定）年度

うち交付金充当額

27年度

担当部課名

目　標

 　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

A．計(b+d)

29年度

工事着工

高齢者が住み慣れた地域で生き
生きと暮らせる環境づくり

予
算
の
状
況

Ⅲ－４

目　標

実　績

目　標

実　績

37,560

20,993

平成２６年度

沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

－

渡嘉敷村役場　民生課 沖縄振興基本方針
該当箇所

－24,600

(b)予算現額

事業内容

渡嘉敷村高齢者生活福祉センターを一部改修し、地域の高齢者福祉介護事業を総合的、包括的に支援する体制の強化を図る。
老人クラブ活動、自治区活動、諸会議等の拠点づくりにより活動促進を図る。
災害時や台風時の一時避難所及び福祉避難所としての場所を確保することにより、障害者、高齢者等の方が安心して生活できるよう整備する。

実施方法

27年度 28年度　26年度 26年度（繰越）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

予算の状況の説明

(c)増減額(b-a)

成果目標
（指標）

及び進捗状況

基準値
（　年度）

活動目標
（指標）

及び達成状況

設計業務は年度内完了し、工事については入札不調により年度内完了が出来なかったため、平成２７年度へ繰越となり６月
に工事完了となった。

H26活動目標（指標）

増改築工事設計委託業務

増改築工事完了（122㎡）

28年度

達成状況

進
捗
状
況
説
明

27年度

実　績

達
成
状
況
説
明

工事完成

実　績

渡嘉敷村高齢者生活福祉センターの増改築工事２１３㎡が平成２７年６月に完成し、平成２７年７月から地域住民や高齢者の拠点づくり
として高齢者介護福祉事業を軸に総合的・包括的な事業運営を実施し、地域福祉コーディネーター育成事業により、地域における見守り
事業及び支え合い体制づくりの場として活用している。

工事着工

B．執行済額

執行率（％）(B/A) 44.1% 99.9%

37,560 20,993

－12,960

(d)繰越額 －

16,567

0

20,973

20,993

13,253 16,779

次年度繰越額

施設の一部改修に伴い利用者が増加する見込みから、浄化槽改修費として12,960千円増額した。また、労務費、資材費
高騰により入札不調となった為、計画の変更に不測の日数を要したことから、年度内完了が困難となり20,993千円を繰り
越した。

目標値
（　年度）

26年度

工事着工

工事完了



受益者との負担関係は妥当であるか。

7,508

○委託業務及び工事の業者選定は指名競争入札により実
施しており、妥当であったと考えている。
○予算規模については執行率が99.9％で、適正な規模で
あったと考えている。
○費目・使途について事業目的達成の観点から必要なもの
なのか等については額の確定時において確認しており、適
正であった。

評価に関する説明

037,540

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

評価

○

○

－

○

点　検　項　目

支出先の選定方法は妥当か。

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

　年度内完了を目指したが、建築資材等の高騰により入札不調となったた
め、計画変更に日数を要したことから、翌年度へ繰り越し完了となった。この
ような不測の事態を考慮し早期着手に努めるべきである。
繰越事業で増築完成した施設を活用し、地域住民や高齢者の拠点づくりとし
て高齢者介護福祉事業を軸に総合的・包括的な事業運営を実施し、地域福
祉コーディネーター育成事業により、地域における見守り事業及び支え合い
体制づくりの構築に取り組んでいる。

　高齢者世代や若者世代、子育て世代、子供達が、それぞれの活動の場は
あるが、多段階世代の接点が少ないことから、今後は多段階世代の共通の
活動の場を推進し、複合的に地域住民の相談窓口としての拠点づくりにも取
り組む必要がある。

今後の取り組み方針

37,540 30,032

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化）

地域住民や高齢者等の相談窓口としての拠点となる「居場所づくり」の確保及び福祉支援対策の更なる強化を図り、生活支援ハウス入居を推奨し、高齢者が生
涯 村で安全安心に暮らせるよう住居の場として活用し介護支援の充実を図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

交付対象
事業費

総事業費
交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

渡嘉敷村 37,540千円

委託料
3,952千円

工事請負費
33,588千円

有限会社
エムエー設計事務所

3,132千円

有限会社
エムエー設計事務所

820千円

株式会社
東信興建

33,588千円

設計委託業務

技術管理委託業務

工事請負


